
川の水の行方

真光寺川を清流にする会

世話人 山 口拓郎

極寒の季節は水に入つての作業は困難である。その機会に真光寺川ゆか りの地を訪ね

ることが恒例になっている。鴨長明は方丈記の冒頭に 「ゆく河の流れは絶えず して、し

かも、もとの水にあらず。」 と記 している。時々、真光寺川の水の行方を考えることが

ある。地図で確かめると真光寺川の水は鶴見川に合流 し30 K m余 りの旅を経て生麦の

あた りで大海に注いでいる。 1月 例会では鶴見川の河 日周辺を探索することになった。

そのことを含め、 11月 - 1月 の真光寺川関連の出来事を記 してみたい。

11月

11月 3日 (水)文 化の日

朝から抜けるよ うな青空が拡がつていた。
「のずたの丘の上秋まつ り」が開催 され

女性スタッフが中心になって参加 した。

会場は色 とりどりの親子ずれでにぎあ う。

真光寺川の河原に自生するジュズダマを使

つてのお手玉 。ブレスレッ ト作 りは好評だ

つた。またエノコログサや松ぼっくりを空

カンで蒸 し焼きにする 「花炭」は造化の巧

まざる美が多 くの感動を呼んでいた。

11月 1 4日 (日) 1 1月 度清掃 日

曇天、少 し肌寒い。 9時 半、いつものよう

に開戸親水に集まる。和光鶴小 4年 生の女

子児童 2名 が加わる。前日、担任の石川先

生から依頼があった。クラスで真光寺川を

学習 しているそ うだ。短い長靴を履いてき

ているが水に入るのは無理だ。最 もゴミの

多い失崎橋周辺の河原で作業 してもらう。

作業を終えて能ヶ谷いこい会館で昼食をと

りながら子ども達の質問を受ける。
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光寺; 1 にヽイt●行 す末を確占iめたいと云 らね

とtri・守身こ5
-行 と5毛 .定 洛急行 「花月震読既」で下

草.こ rl iこチ草=● 「生麦事キ」うか 手を

地だ。当時、東海道は白砂青牲の海岸線に

モ 争て種 ど=:■たとをli3垂 モ童て地に宗

屋さを集 じと韓 を低ぶますおミとない。

打電におる。:可癌を!十畳●尋亜こあら 多チ、

視野が粧が 申靖れ靖れ した気分になる。

差t還,こな致多 iの よ島Fttfl,ていこら

融浜とま音外にきよいだ。そして注農養弱だ。

こうえ●一壺に真尭幸f!i母ま と前号つ●てい

るのだろう。何か終もとした気分になわた6

たまたま裁歩:こきていた吉者:こ、敦十事読

まだ、らどかな漁辞だった現O話 を顧 く。

キ ゴ:・=― ルエ場身昆宰 と奇事雲会し

たわつて、鶴見O曹 洞宗土本的総持寺に発

歩 サと、婦途にて,モ.

1月 20日 モホ】永サン:う1ヤ深集

下遷貴子_!=イ を:三匹■ちL T li｀そぅ よ 手■

ti ttJ!予・3▼丁ず るデとな4つ亨ごら,i3's

l巨 | ,■ヽ鳥を記録 となたこと歩 くことにすこし

11月 1 8日 (木)水 質検査サンプル採集
風冷たい。下堰親水、コイは見えない。
広袴公園、サギが楊に十羽近 く群れていた。

11月 1 9日 (金)麻 生総合高校生実習

柿生高校 と柿生西高が統合 されて麻生総合

高校 となったそ うだ。担任の笠松先生から

体験学習協力の依頼があった。

生憎、雨模様だった。 1時 過ぎ、尾根を越
えて先生 と学生十数名が広袴公園に来る。

山本さんから鳥の話。真光寺川に沿って歩

く。途中、日固の中の涌水を見てもらう。

下堰親水で透視度 とCO Dの テス ト。折か

ら花壇に 「かわらのぎく」が満開。岩上さ
んに植物の絶滅品種について話 してもらう。
後 日、礼状 と感想文が送付されてきた。

12月          |

1 2月 9日 (本)水 サンプル採集

年末なので例月より早 く実施する。

やは り下堰親水にコイの姿はない。

1,月 上4属 tュIや

■斉f=号ま気渥すま手ラヤ重い。

9時嘔ぎ、下堰説本fま鶴田手ゆ亀年生 88

名●え気を■て一打F二をを,。「生きもき或

年すこ担」「京賢等を調r、こ岳起」に力島‐れ

モFL:‐!こsら 子一遥:』「露位を業寿する畠」

f直 韓編荒ヽ向か・つたという。オは持たい

キ:子キfとを,ま元気=っ fiiにユ,モて見き違う

者、fFガ ニを野り教声を上|キう者。範率

違,こと重毛幸て気定してと,ら',2時 賛手

ゆ厳体もとゃ結を害‐ く申i塁したようなに

言:,|―たすi ts とと考幸.チ エを差―とて元

気に帰争て行をた。
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